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【昨日の市況概要】 公示仲値 132.31

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 132.88 1.0625 140.75 1.2055 0.6710
SYD-NY High 132.88 1.0635 140.87 1.2080 0.6721
SYD-NY Low 132.28 1.0598 140.37 1.2055 0.6679
NY 5:00 PM 132.66 1.0628 140.87 1.2075 0.6721

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW - - 日本2年債 0.0200% 0.0100%

NASDAQ - - 日本10年債 0.4400% 0.0600%

S&P - - 米国2年債 - -

日経平均 26,405.87 170.62 米国5年債 - -

TOPIX 1,902.52 4.58 米国10年債 - -

ｼｶｺﾞ日経先物 - - 独10年債 - -

ﾛﾝﾄﾞﾝFT - - 英10年債 - -

DAX - - 豪10年債 - -

ﾊﾝｾﾝ指数 - - USDJPY 1M Vol 13.35% 0.61% 　
上海総合 3,065.56 19.70 USDJPY 3M Vol 12.65% 0.22%

NY金 - - USDJPY 6M Vol 11.62% 0.03% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI - - USDJPY 1M 25RR ▲1.67% Yen Call Over

CRB指数 - - EURJPY 3M Vol 12.02% 0.20%

ドルインデックス - - EURJPY 6M Vol 11.39% 0.11%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：伊藤・松木

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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東京時間のドル円は、132.88レベルでオープン後、実需売りも相まって仲値に向けて132.50近辺まで下落。午後は、日銀
の黒田総裁から12月日銀会合にて決定された金融緩和縮小の政策に関して「出口の一歩ではない」などの発言を受け
て、ドル買いに転じ、132.66レベルで引けた。
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
12月27日 08:30 日 失業率 11月 2.6% 2.6%

22:30 米 卸売在庫(前月比)・速報 11月 0.4% 0.5%
23:00 米 FHFA住宅価格指数（前月比） 10月 -0.8% 0.1%

12月28日 0:30 米 ダラス連銀製造業活動 12月 -15.0 -14.4

昨日のドル円相場はクリスマス休暇の中で動意に乏しい展開。

東京時間、仲値にかけてドル円は実需フロー主導で下落するものの、仲値通過後は取引閑散。その後注目されていた経団

連の審議員会での黒田日銀総裁の講演では、先の政策修正について「出口の一歩ということは全くない」と発言するにとどま

り材料視されず。海外時間はクリスマス休暇中で主要海外市場は休場。動きなし。
本日も動意に乏しい相場が継続する見込み。
本日も米国を除く主要マーケットは休場となる。相場を動かす材料に乏しい中、実需フローに振らされる展開が見込まれる。
中国のコロナ感染拡大、海外時間の米住宅価格指標あたりが注目材料か。


